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物  質  名 無水フタル酸 ＤＢ－45 

別   名 
フタリックアンハイドライド 
 
 

C A S 番号 85-44-9 

PRTR 番号 第 1種 312 

化審法番号 3-1344 

構 造 式 
 
 
 

分 子 式 C8H4O3 分 子 量 148.11  

沸 点 295 ℃ 1） 融 点 130.8 ℃ 1） 

蒸 気 圧 1 mmHg (96.5℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 5.82 mg/m3 (25℃) 
分  配  係  数（ log 
Pow） フタル酸として 0.46 3） 水 溶 性 162倍の水に可溶 1） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,500 mg/kg 4）  
 ラット 経口 LD50 1,530 mg/kg 4）  
 ラット 吸入 LC50 >210 mg/m3 (1ｈ) 4）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・B6C3F1マウスの雄に 0、2,125、4,250 mg/kg/dayを、雌に 0、1,562、3,125 mg/kg/dayを 2年
間混餌投与した結果、用量に依存した体重増加の抑制、肺及び腎臓のリンパ球増多症の発生

数の有意な増加を認め、高用量群の雌雄で慢性的な胆管の炎症、雄で用量に依存した視床の

萎縮及び石灰化を認めた。この結果から、LOAELは 1,562 mg/kg/dayであった 5）。 
・雌のラットに 20～4,800 mg/kg/dayを 9週間強制経口投与した結果、胃潰瘍、腎臓の尿細管の
壊死を認めた 6，7）。 
・モルモットに 0、8.5 mg/m3を 8ヶ月間（3時間/日×4日＋10日間休止）吸入させた結果、8.5 

mg/m3群で気道粘膜の充血、肺炎を認めた。この結果から、LOAELは 8.5 mg/m3であった 6，

8）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雄のラットに 1 mg/m3を交尾前の 45日間吸入させた結果、精子形成、睾丸及び副睾丸への影
響を認めた。この結果から、LOAELは 1 mg/m3であった 4)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は皮膚・眼・上気道への強い刺激作用があり、職業暴露では皮膚及び肺の感作性を引

き起こすという報告がある 9)。 
・フタル酸と本物質の混合物に暴露した労働者で結膜炎、鼻血、鼻粘膜萎縮、かれ声、咳、血

痰、気管支炎、気腫が認められた 10,11,12)。 
・気管支喘息の数例で蕁麻疹を伴う皮膚感作及び湿疹様の反応が報告されており、30 mg/m3で

結膜炎を発症し、25 mg/ m3で粘膜刺激性が認められている 10,11)。 
・アルキド樹脂製造工場で 1 日に 2 回、30 分程度の本物質の投入作業に従事していた労働者

35 人中 16 人に結膜炎、14 人に鼻炎、5 人に喘息、6 人に慢性気管支炎が認められており、
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特異的 IgGも対照群に比べて有意に上昇していたが、肺機能には対照群との差を認めなかっ
たという報告がある。投入作業時の本物質濃度は平均で 6.6 mg/m3、これ以外の作業時の濃

度は 0.1 mg/m3未満であり、一日の平均暴露濃度は 0.4 mg/m3であったことから、ピーク濃度

による影響と考えられている。13,14)。 
・本物質の吸入暴露を受けた労働者 118人のうち、暴露期間が 2ヶ月以上の人で喘息、鼻炎、
慢性気管支炎を認めた。また、11人の喘息患者のうち 3人では、皮膚に本物質の感作性を認
めた。作業区域の暴露濃度は、本物質を直接扱う区域で 3～13 mg/m3、その他の区域で 0.3 
mg/m3未満と推定された 15)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 16) TLV-TWA 1 ppm（6.1 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 17) 最大許容濃度 2.0 mg/m3（0.33 ppm）  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、マウスの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 1,562 mg/kg/day（体
重増加の抑制、肺及び腎臓のリンパ球増多症など）を採用し、LOAELであるために 10で除し
た 160 mg/kg/dayを暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの最大許容濃度 2.0 mg/m3（0.33 ppm）（刺激性、感作性の予防）
を暫定無毒性量等として設定する。 
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